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たぬき駅長　歓迎の手振り



　

私
は
読
書
が
好
き
で
す
。

ジ
ャ
ン
ル
は
特
に
決
め
ず
に
、

家
に
あ
る
本
を
手
に
取
り
、
時

間
が
あ
る
時
に
読
み
進
め
ま

す
。
最
近
読
ん
だ
の
は
「
ア
ン

ネ
の
日
記
」
で
、
一
言
で
は
言

い
表
せ
ま
せ
ん
が
、
今
の
時
代

の
生
活
か
ら
か
け
離
れ
た
隠
れ

家
で
の
日
常
を
つ
づ
っ
た
日
記

は
、
と
て
も
興
味
深
か
っ
た
で

す
。

　

私
は
絵
を
描
く
の
も
好
き

で
、
思
い
立
っ
た
と
き
に
手
近

に
あ
る
雑
貨
や
文
房
具
を
短
時

間
で
ス
ケ
ッ
チ
し
ま
す
。
中
学

校
で
は
美
術
部
に
所
属
し
て
い

て
、
現
在
は
大
洲
の
ま
ち
な
み

の
風
景
画
を
制
作
中
で
す
。
こ

の
歴
史
を
感
じ
る
古
い
ま
ち
な

み
が
私
は
好
き
で
、
今
後
も
い

ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
描
い
て
み

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
夢
や
仕
事
な
ど

は
、
今
後
の
中
学
校
生
活
で

し
っ
か
り
考
え
、
将
来
も
大
洲

に
住
み
続
け
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

今月の題字作成者
大洲小学校 6 年 （現：大洲南中学校 1 年）

　鎌　田　七
なな

　海
み

　さん

が ん ば る 大 洲 っ 子

現在の大洲

今 月 の 表 紙CONTENTS　目次

２ページ  がんばる大洲っ子・今月の表紙
３ページ～   （特集）甦った参籠殿
　　　　　　　～少彦名神社参籠殿修復事業～
８ページ～ シリーズ
1２ページ まちのわだい
13ページ～ おおずニュース
15ページ～ おしらせ
２5ページ～  図書館・保健センター・
   心と体の健康ガイド
２8ページ  がんばるひと
　　　　　　　 （大洲まぼろし探偵団本舗）

税　　　別 9月 10月 11月 12月

市 県 民 税 3期 4期

固 定 資 産 税 3期 4期

軽 自 動 車 税

国 民 健 康 保 険 税 3期 4期 5期 6期

市税などの納付は、便利で安心な「口座振替」を。

９月の納税など　納期限は 9月30日㈬です。

人の動き（先月比）

人口　　　45,780人　（－ 10 ）
　男　　21,840人　（　 14 ）
　女　　23,940人　（－ 24 ）
世帯数　20,277世帯（　 3  ）

交通事故（昨年同期）

　件数　　104件（   89 件）
　死者　    2人（    3  人） 
　負傷者　139人（ 118 人）

picture 写真

（2015年 7 月末現在）

　７月25日㈯、伊予灘も
のがたり運行開始から１
年間、列車への手振りを
続けてこられた五郎地区
のみなさんを取材しまし
た。
　この日も五郎駅では
「たぬき駅長」こと井上
金
かね

德
のり

さんをはじめ、地域
のみなさんの温かいおも
てなしの手振りがいつも
のように行われました。
列車内からも、笑顔で手
を振り返すたくさんの乗
客の姿が見られました。
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（特集）甦
よみがえ

った参
さ ん

籠
ろ う

殿
で ん

～少
すくな

彦
ひこ

名
な

神社参籠殿修復事業～
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世
界
的
に
珍
し
い
建
築
様
式
「
懸か

け
造づ
く

り
」

（清水寺本堂：写真提供・河辺中学校）

「少彦名神社参籠殿（三方懸け）南東側立面図」
（作図： 1 級建築士　二宮一

いっぺい

平さん）

　
「
懸
け
造
り
」
と
は
、
急き
ゅ
う

峻し
ゅ
ん

な
崖
や

山
の
斜
面
、川
岸
、海
岸
、池ち

畔は
ん

な
ど
で
、

一
部
分
を
斜
面
あ
る
い
は
水
面
に
張
り

出
し
て
建
て
る
こ
と
や
そ
の
建
物
を
指

し
、「
懸け
ん
が
い崖
造
り
」「
崖
造
り
」「
舞
台

づ
く
り
」
と
も
言
い
ま
す
。
京
都
に
あ

る
清
水
寺
本
堂
の
舞
台
が
有
名
で
す
。

　

こ
の
「
懸
け
造
り
」
は
、
山
間
地
の

多
い
日
本
に
お
い
て
、
地
理
的
条
件
を

克
服
す
る
た
め
に
生
ま
れ
た
、歴
史
的
・

伝
統
的
な
建
築
様
式
の
ひ
と
つ
で
す
。

現
在
で
は
、
規
模
に
よ
っ
て
現
行
建
築

基
準
法
か
ら
は
ず
れ
た
た
め
、
新
築
は

も
と
よ
り
修
理
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況

で
す
。
そ
の
た
め
、
現
存
す
る
懸
け
造

り
建
造
物
は
減
少
す
る
一
方
で
あ
り
、

建
築
界
の
絶
滅
危
惧
種
に
属
す
る
構
造

と
例
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
懸
け
造
り
」
に
は
、
建
物
の
２
辺

が
地
面
と
接
す
る
「
二
方
懸
け
」
や
１

辺
の
み
接
す
る
「
三
方
懸
け
」、
地
面

に
接
す
る
こ
と
な
く
、
全
て
が
柱
で
支

え
ら
れ
て
い
る
「
四
方
懸
け
」
が
あ
り

ま
す
。
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日
本
の
懸
け
造
り

　

現
在
、
日
本
国
内
に
懸
け
造
り
の
建

造
物
は
、
東
北
地
方
か
ら
九
州
・
沖
縄

地
方
ま
で
33
都
府
県
に
１
４
０
件
以
上

が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

都
府
県
別
で
は
、
長
野
県
に
最
多
の

23
件
が
あ
り
、
滋
賀
県
16
件
、
京
都
府

９
件
、
鳥
取
県
８
件
、
奈
良
県
・
大
分

県
７
件
と
続
き
ま
す
。

　

懸
け
造
り
の
建
造
物
は
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
お
寺
や
神
社
で
す
が
、
な
か
に

は
温
泉
宿
や
城
跡
︵
一
部
復
元
︶、
高

校
敷
地
内
に
あ
る
茶
室
、
高
校
の
体
育

館
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

四
国
地
方
に
は
、
香
川
県
・
高
知
県

に
そ
れ
ぞ
れ
１
件
、
徳
島
県
に
２
件
、

愛
媛
県
に
３
件
、
合
計
７
件
の
建
造
物

が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

愛
媛
県
内
に
あ
る
３
件
は
、
全
て
が

大
洲
市
内
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
３
件
と

は
、「
二
方
懸
け
」
の
臥が

龍り
ゅ
う

山さ
ん

荘そ
う

不ふ

老ろ
う

庵あ
ん

︵
大
洲
︶、「
三
方
懸
け
」
の
如に
ょ

法ほ
う

寺じ

毘び

沙し
ゃ

門も
ん

堂ど
う

︵
柚
木
︶、
少
彦
名
神
社
参

籠
殿
︵
菅
田
町
大
竹
︶
で
す
。

大
洲
市
に
残
る
懸
け
造
り
の
建
造
物

　

不
老
庵
は
、
肱
川
随
一
の
景
勝
地
と

い
わ
れ
る
臥
龍
淵
に
た
た
ず
み
、
臥
龍

院
・
知ち

止し

庵あ
ん

の
建
造
物
と
と
も
に
臥
龍

山
荘
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

数す

寄き

屋や

造
り
の
不
老
庵
は
、
肱
川
に

せ
り
出
す
よ
う
に
造
ら
れ
て
い
て
、
庵

そ
の
も
の
を
船
の
帆
に
見
立
て
て
い
ま

す
。
月
夜
に
は
、
網あ

代じ
ろ

張
り
の
一
枚
天

井
に
川
面
の
月
光
が
反
射
す
る
よ
う
な

工
夫
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

木
蝋
や
絹
の
貿
易
で
財
を
築
い
た
本

市
出
身
の
実
業
家
河
内
寅と
ら

次じ

郎ろ
う

に
よ

り
、
構
想
10
年
、
施
工
４
年
、
約
９
０

０
０
人
の
労
力
を
か
け
、明
治
40
年︵
１

９
０
７
︶
に
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
臥
龍
山
荘
は
、
平
成
23
年
に

ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド
・
ジ

ャ
ポ
ン
一
つ
星
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

如
法
寺
毘
沙
門
堂
は
、
大
洲
藩
の
菩

提
寺
で
あ
る
如
法
寺
の
山
門
手
前
に
あ

り
、
明
治
41
年
︵
１
９
０
８
︶
に
建
立

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、
老
朽
化
が
激

し
く
半
壊
状
態
と
な
っ
て
い
て
、
そ
の

保
全
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

少
彦
名
神
社
参
籠
殿
は
、
増
水
し
た

肱
川
を
渡
河
中
に
流
さ
れ
て
常と
こ

世よ

の
国

へ
旅
立
っ
た
と
い
う
言
い
伝
え
の
あ
る
少す
く
な

彦ひ
こ

名な
の

命み
こ
と

を
祀ま
つ

る
神
社
と
し
て
昭
和
９
年

︵
１
９
３
１
︶、
地
元
有
志
の
寄
付
に
よ
り

建
立
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
各
地
に
残
る

懸
け
造
り
は
、
大
半
が
明
治
時
代
以
前

に
建
て
ら
れ
て
い
て
、
昭
和
初
期
に
建

て
ら
れ
た
近
代
建
築
と
し
て
は
、
希
少

な
例
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
参
籠
殿
は
、
傾
斜
約
30
度
の
急

斜
面
に
建
て
ら
れ
て
い
て
、
建
物
の
93

㌫
が
地
面
に
接
し
て
い
な
い
代
表
的
な

「
三
方
懸
け
」
で
す
。
床
下
の
懸
け
部

分
は
８
・
３
㍍
、
床
上
４
・
５
㍍
、
通

し
柱
の
長
さ
は
13
㍍
に
も
な
り
、
市
内

に
残
っ
て
い
る
３
件
の
建
築
物
の
な
か

で
も
最
大
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。

臥龍山荘　不老庵

如法寺　毘沙門堂

少彦名神社　参籠殿
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甦
ら
せ
る
た
め
に

　

少
彦
名
神
社
は
、「
お
す
く
な
さ
ん
」

の
名
称
で
地
元
の
人
に
親
し
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
時
代
と
と
も
に
訪

れ
る
人
が
減
少
し
、
荒
廃
が
進
ん
で
い

ま
し
た
。

　

神
社
再
興
の
た
め
地
元
有
志
で
結
成

さ
れ
た
「
お
す
く
な
社
中
」
を
母
体
と

し
、
建
築
技
術
・
様
式
と
も
に
優
れ
、

歴
史
的
価
値
も
高
い
参
籠
殿
を
修
復
保

存
し
よ
う
と
「
少
彦
名
神
社
参
籠
殿
修

復
実
行
委
員
会
」が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

修
復
や
周
辺
整
備
に
か
か
る
費
用
は

全
て
寄
付
金
で
賄
わ
れ
た
た
め
、
資
金

集
め
は
難
航
し
、
た
び
た
び
工
事
が
中

断
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
篤
志
者
か
ら
ヒ
ノ
キ
43
本
が
提
供

さ
れ
る
な
ど
、
多
く
の
人
か
ら
の
支
援

を
受
け
て
修
復
活
動
は
進
ん
で
い
き
ま

し
た
。

　

平
成
25
年
10
月
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
本
部
を
置
き
、
歴
史
的
建
築
物
な
ど

の
保
存
運
動
を
行
う
民
間
の
非
営
利
団

体
「
ワ
ー
ル
ド
・
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
財
団

︵
Ｗ
Ｍ
Ｆ
︶」
が
選
定
す
る
危
機
遺
産
リ

ス
ト
「
文
化
遺
産
ウ
ォ
ッ
チ
」
に
登
録

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
登
録
に
よ
り
、
参

籠
殿
修
復
の
助
成
支
援
が
世
界
に
向
け

て
発
信
さ
れ
ま
し
た
。

（写真提供：おすくな社中）

①

②

③

④

⑤

⑥
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平
成
26
年
６
月
に
は
、
不
幸
に
も
棟

梁
の
転
落
死
亡
事
故
が
発
生
し
、
作
業

が
中
断
さ
れ
ま
し
た
。
修
復
活
動
は
中

止
に
な
る
か
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
安

全
策
を
見
直
し
８
月
か
ら
作
業
が
再
開

さ
れ
ま
し
た
。

　

同
年
12
月
に
は
Ｗ
Ｍ
Ｆ
を
通
じ
て
、

ハ
ワ
イ
に
本
部
を
置
き
ア
メ
リ
カ
と
ア

ジ
ア
の
国
際
交
流
、
教
育
、
文
化
に
対

す
る
支
援
を
行
っ
て
い
る
「
フ
リ
ー
マ

ン
財
団
」
か
ら
の
支
援
が
決
定
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
参
籠
殿
本
体
の
修

復
が
完
工
し
、
平
成
27
年
３
月
に
竣
工

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
歩
道
お

よ
び
ト
イ
レ
の
周
辺
整
備
の
最
中
で
、

９
月
末
に
は
完
了
予
定
で
す
。

　

参
籠
殿
の
修
復
完
了
に
よ
り
、
今
後

は
地
域
の
催
事
や
集
会
の
み
な
ら
ず
、

さ
ま
ざ
ま
な
文
化
の
発
信
基
地
と
し
て

使
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
「
お
す
く
な
社

中
」
の
み
な
さ
ん
の
願
い
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

私
た
ち
に
は
見
慣
れ
た
建
築
物
や
風

景
で
あ
っ
て
も
、
世
界
的
に
見
れ
ば
非

常
に
価
値
の
あ
る
も
の
が
ま
だ
ま
だ
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

過
去
か
ら
受
け
継
い
だ
も
の
を
大
切

に
守
る
と
と
も
に
利
活
用
し
、
こ
れ
か

ら
先
の
未
来
へ
と
引
き
継
い
で
い
く
こ

と
が
今
を
生
き
て
い
る
私
た
ち
の
使
命

だ
と
思
い
ま
す
。

⑦

⑧

⑨

⑩

①～③　 樹木に囲まれ、屋根・床板に穴が
開いていた、修復前の参籠殿

　④　　 屋根に防雨シートがかけられ、修
復のための足場が組まれた参籠殿

　⑤　　 修復に使うヒノキの樹皮を剥ぐ体
験イベントの様子

　⑥　　周辺整備（清掃活動）の様子
　⑦　　 建築当時に使われていた大

お が
鋸を使

って木材を切っている様子
　⑧　　 WMF「文化遺産ウォッチ」登録を

祝う関係者
　⑨⑩　　修復後の参籠殿内部と外観
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文化財

河
こ う

向
む か い

のコナラ
大洲市指定天然記念物
個人所有

　柳沢地区河向にある本樹は、小
こ や

屋床
ど こ

橋を渡っ
た矢落川の右岸、集落の一角に生育しています。
根回り 6 ｍ、幹

み き

周
ま わ り

４.3ｍ、樹高約２４ｍで、推定樹
齢は約150年になり、市内の同種の中では最大級
です。枝張りは、東西２9ｍ、南北２8ｍと、バラ
ンス良く生

せ い

長
ちょう

していて、典型的なコナラの樹形
を形成しています。
　コナラは、ドングリがなる木として広く知ら
れていて、市内では雑木林を構成する代表的な
種のひとつです。しかし、古くから良質な薪

し ん

炭
た ん

材
ざ い

、シイタケ栽培の原木として伐採、利用され
てきたため、樹齢の古い大きなものは意外と残
されていません。本樹のような大木は、市内で
はほとんど例がないため、大変貴重なものと言
えます。

（昭和51年11月２４日指定）

野　鳥

ゴイサギ（五位鷺）
ペリカン目サギ科
大きさ　58㎝

　頭と背中は紺色で、頭にある長い飾り羽が特
徴です。平家物語にも登場し、醍醐天皇に五位
の位をもらったといわれる、由緒あるサギの仲
間です。
　段差のある川べりや堰

せき
で、遡

そ
上
じょう

する小魚を狙
って待ち伏せしているのを見かけますが、大部
分は夜間に狩をしているようです。夜烏とも言
われ、昼間はコロニー（いろいろなサギ類が集
まる林）で休んでいて、日が落ちると「クワァー」
と鳴いて餌場に飛んでいきます。若鳥は茶色の
体に星を散りばめた様な模様なので、ホシゴイ
とも呼ばれます。
　先人たちは、同種のものでも季節や成長の過
程で、それぞれに名前をつけ、自然界を敬って
きました。文明の発展に伴い、環境破壊が起き
ている現在、私たちは次世代に何を伝えるべき
か、考える時が来ているような気がします。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

洪
水
被
害
の
軽
減
に
寄
与

～
大
洲
市
消
防
団
～

　

国
土
交
通
省
で
は
、
国
土
交
通
省
設

置
法
の
公
布
日
で
あ
る
７
月
16
日
を

「
国
土
交
通
Ｄ
ａ
ｙ
」
と
定
め
、
各
種

広
報
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
行
事
の

一
環
と
し
て
、
７
月
28
日
㈫
、
平
成
27

年
度
国
土
交
通
行
政
関
係
功
労
者
事
務

所
長
表
彰
式
が
国
土
交
通
省
大
洲
河
川

国
道
事
務
所
で
行
わ
れ
、
大
洲
市
消
防

団
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

大
洲
市
消
防
団
は
、
国
土
交
通
省
直

轄
31
施
設
の
操
作
管
理
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
大
洲
河
川
国
道
事
務
所
上
林
事

務
所
長
は
、「
洪
水
被
害
の
軽
減
に
寄

与
い
た
だ
き
感
謝
す
る
。今
後
も
協
力
・

支
援
を
お
願
い
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

さ
れ
ま
し
た
。

　

多
年
に
わ
た
り
、
大
洲
河
川
国
道
事

務
所
管
内
の
樋
門
お
よ
び
陸り
っ

閘こ
う

の
操
作

管
理
に
精
励
し
、
治
水
事
業
の
推
進
に

貢
献
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
入
り
、

消
防
団
員
・
樋
門
操
作
員
の
み
な
さ
ん

に
は
、
気
が
休
ま
ら
な
い
時
期
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
樋
門
操
作
時
は
夜
間
の

作
業
が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
体
調
管

理
・
ケ
ガ
に
は
十
分
注
意
し
て
い
た
だ

き
、
今
後
も
洪
水
被
害
の
軽
減
に
ご
尽

力
く
だ
さ
い
。

表彰を受ける中川団長
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シリーズ
大洲市を守る消防団員の活動や取り組みを、シリーズでご紹介します。

地域を守るエキスパート　№ 8



　

加
藤
泰
觚
は
、
明め
い
れ
き暦
２
年
︵
１
６
５

６
︶
加
藤
泰や
す

義よ
し

︵
大
洲
藩
２
代
藩
主
加

藤
泰や
す

興お
き

の
嫡
男
︶
の
長
男
と
し
て
大
洲

に
生
ま
れ
ま
し
た
。
寛か
ん

文ぶ
ん

９
年
︵
１
６

６
９
︶、
新
谷
藩
初
代
藩
主
加
藤
直な
お

泰や
す

の
養
子
に
な
る
と
、
翌
年
直
泰
と
と
も

に
江
戸
へ
参
勤
し
、
初
め
て
４
代
将
軍

徳
川
家い
え

綱つ
な

に
謁え
っ

見け
ん

し
ま
し
た
。

　

天て
ん

和な

２
年
︵
１
６
８
２
︶、
養
父
直

泰
の
死
去
に
よ
り
家
督
を
相
続
す
る

と
、
宝ほ
う

永え
い

元
年
︵
１
７
０
４
︶
と
正し
ょ
う

徳と
く

３
年︵
１
７
１
３
︶に
は
駿す
ん

府ぷ

加か

番ば
ん︵
駿

府
城
に
置
か
れ
、
大
名
か
ら
１
人
、
旗

本
か
ら
２
人
が
選
出
さ
れ
勤
め
た
︶
を

命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
に
召
し
連

れ
た
家
臣
は
、
総
勢
約
４
０
０
人
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

享き
ょ
う

保ほ
う

元
年
︵
１
７
１
６
︶、
病
に
よ

り
隠
居
す
る
と
、
実
名
を
元
の
泰や
す

忠た
だ

に

改
め
、
江
戸
の
三み

の

わ
ノ
輪
︵
現
東
京
都
荒

川
区
︶
の
下
屋
敷
に
移
り
ま
し
た
。

　

享
保
11
年
︵
１
７
２
６
︶、
71
歳
で

没
す
る
と
、
墓
地
は
新
谷
に
造
営
さ
れ

ず
、
江
戸
の
菩
提
寺
で
あ
る
海か
い

禅ぜ
ん

寺じ

に

葬
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
海
禅
寺
に
は
加
藤
家
の
墓
地

は
な
く
、
神
奈
川
県
に
あ
る
新
谷
加
藤

家
の
墓
地
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

加 

藤 

泰 

觚
（
か
と
う
や
す
か
ど
）

加藤泰貫の墓所

　 9 月２6日㈯午前10時から午後 3 時まで、「日本三大
いもたきサミットinおおず」が開催されます。
　日本三大いもたきとは、愛媛県大洲市、島根県津
和野町、山形県中山町のいもたきの事を言います。
　当日は、日本三大芋煮（いもたき）の無料配布（先
着1,500人：整理券配布予定）や、お笑い芸人バンビ
ーノなどのステージイベントが予定されています。
　日本を代表するいもたきが一度に食べられる機会
は、とても貴重です。ぜひ、足を運んでみましょう。

大洲商工会議所青年部　大洲ご当地クイズ

※今月のクイズの答えは、広報大洲10月号に掲載します。

【先月号のクイズの解答・解説】
　昨年度、本町 1 丁目の商店街で復活した夜市は、何
年ぶりに復活したでしょうか。

①　 3 年
②　11年
③　２3年

解答…②

解説…11年ぶりに復活した本町商店街の夜市では、
いろいろなイベントが開催され、
多くの出店もありました。花火
を見に来たお客さんでいっぱい
になった本町商店街を見ている
と、かつてのにぎやかさが復活
したようで、うれしくなりまし
た。もっとたくさんの若者が地
元大洲に帰ってくると、もっと
面白い事が起きそうですね。

【今月のクイズ】
　大洲市のいもたきの特徴
として、〇〇だしが特徴で
すが、〇〇とはなんでしょ
うか。

①　牛肉
②　昆布
③　とり肉

加 

藤 

泰 

貫
（
か
と
う
や
す
つ
ら
）

　

加
藤
泰
貫
は
、
延え
ん
ぽ
う宝
４
年
︵
１
６
７

６
︶、
２
代
藩
主
泰
觚
の
嫡
男
と
し
て

江
戸
で
生
ま
れ
、
享
保
元
年
︵
１
７
１

６
︶
父
の
隠
居
に
伴
い
家
督
を
相
続
し

ま
し
た
。

　

藩
主
在
任
期
間
中
は
、
江
戸
城
の
呉ご

服ふ
く

橋ば
し

御
門
、
日ひ

び

や
比
谷
橋は
し

御
門
の
門
番
を

命
じ
ら
れ
た
ほ
か
、
享
保
５
年
︵
１
７

２
０
︶
に
は
駿
府
加
番
を
命
じ
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
享
保
３
年
︵
１
７
１
８
︶
と

６
年
︵
１
７
２
１
︶
に
は
、
江
戸
の
藩

上
屋
敷
が
２
度
に
わ
た
っ
て
類
焼
す
る

な
ど
、
１
万
石
の
小
藩
に
と
っ
て
は
財

政
的
に
大
き
な
負
担
と
な
り
ま
し
た
。

　

享
保
９
年
︵
１
７
２
４
︶
に
は
、
以

前
よ
り
幕
府
に
願
い
出
て
い
た
大
洲
藩

４
代
藩
主
加
藤
泰や
す

統む
ね

の
弟
右う

京き
ょ
う

を
養
子

と
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
と
、
右
京

と
と
も
に
８
代
将
軍
徳
川
吉よ
し
む
ね宗
に
謁
見

し
ま
し
た
。

　

享
保
12
年
︵
１
７
２
７
︶、
隠
居
す

る
と
翌
年
新
谷
へ
引
っ
越
し
ま
す
が
、

同
年
新
谷
で
没
し
ま
し
た
。
遺
骸
は
新

谷
の
大だ
い

恩お
ん

寺じ

に
葬
ら
れ
ま
し
た
。
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ま
つ
毛
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
（
ま
つ
エ
ク
）・
カ
ラ
ー
コ
ン

タ
ク
ト
レ
ン
ズ
（
カ
ラ
コ
ン
）
の
ト
ラ
ブ
ル
に
気
を
つ
け
て

　

10
歳
代
・
20
歳
代
の
若
者
を
中
心
に
、

ま
つ
エ
ク
や
カ
ラ
コ
ン
の
ト
ラ
ブ
ル
が

目
立
っ
て
い
ま
す
。

　

手
軽
に
目
を
大
き
く
見
せ
た
り
、
つ

け
ま
つ
げ
と
は
違
い
自
然
な
仕
上
が
り

に
な
る
な
ど
い
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、

目
の
充
血
や
角
膜
の
損
傷
の
ほ
か
、
最

悪
の
場
合
に
は
失
明
の
危
険
を
伴
う
ケ

ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

利
用
・
使
用
時
の
ポ
イ
ン
ト

【
ま
つ
エ
ク
の
場
合
】

▽ 

店
は
美
容
所
と
し
て
の
許
可
が
あ
る

か
▽ 

美
容
師
免
許
を
持
っ
て
い
る
施
術
者

か
ど
う
か

▽ 

施
術
前
に
リ
ス
ク
説
明
を
十
分
に
行

っ
て
い
る
か

▽ 

安
全
性
の
高
い
接
着
剤
を
使
用
し
て

い
る
か

【
カ
ラ
コ
ン
の
場
合
】

▽ 

使
用
の
リ
ス
ク
を
十
分
に
理
解
し
た

う
え
で
、
必
ず
眼
科
を
受
診
し
医
師

の
処
方
に
沿
っ
た
レ
ン
ズ
選
択
を
す

る
▽ 

安
全
性
の
確
認
で
き
な
い
も
の
を
利

用
し
な
い
︵
輸
入
物
は
特
に
注
意
︶

▽
使
用
期
間
を
超
え
て
使
用
し
な
い

▽ 

レ
ン
ズ
は
こ
ま
め
に
消
毒
・
こ
す
り

洗
い
し
、
レ
ン
ズ
ケ
ー
ス
も
定
期
的

に
交
換
す
る

こ
ん
な
症
状
が
出
た
ら
す
ぐ
病
院

目
の
充
血
、
痛
み
、
か
ゆ
み
、
腫
れ
、

異
物
感
、
目
ヤ
ニ
が
出
る
、
涙
が
と
ま

ら
な
い　

な
ど

　

使
用
上
の
注
意
を
よ
く
確
認
し
、
危

険
や
負
担
を
伴
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を

よ
く
理
解
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

異
常
が
な
い
場
合
で
も
、
定
期
的
に

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
㉔
１
７
９
０

【
相
談
受
付
時
間
】

午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
５
時

︵
祝
日
除
く
月
～
金
曜
日
︶

　アッサラームマレイクム（ウォロフ語で「こんに
ちは」の意味）。青年海外協力隊として西アフリカの
セネガルで活動している藤本顕允です。
　セネガルに来て、はや半年が経ちました。その間
に馬車を使っての引っ越しを経験したり、頻繁に起
こる断水や停電を経験しています。セネガルは、現
在雨季の真っ只中。とは言っても日本の梅雨のよう
に降る日が続くわけではなく、まだ 3 回程しか雨は
降っていません。雨が恋しいです。
　今回は、セネガルの食事についてお伝えしようと
思っていたところ、先日ちょうどラマダンが終了し
たので、そのご紹介を少し…。
ラマダンって何なん
　ラマダンとは、イスラム教徒が日の出から日没ま
で断食を行う期間（約 1 カ月間）のことです。セネ
ガルでは多くの人がイスラム教徒であり、断食を行
っています。ラマダン期間中は、普段の「元気か」「調
子はどう」といったあいさつのほかに「断食はどう」
というあいさつが聞かれます。
 せっかくセネガルにおるんやけん…ということで、
私も 3 日間だけ挑戦してみました。 3 日間とはいえ
断食はしんどく、フラフラになりました。普段は明
るいセネガル人も、どことなく元気がなくなる 1 カ
月間でした。

　ラマダンの終わりには、コリテというお祭りがあ
ります。日本の正月やお盆のように、家族や親戚が
集まって食事をしたり、踊ったり、各家庭が思い思
いに楽しんでいました。
　最後に少し活動についての話を。

飲み水は井戸水
　私は現在、任地にある村を巡回して給水状況を調
べています。任地では、蛇口から出てくるのは塩水
で、飲み水に適していません。村人の中には「え、
それ飲むん」と驚くような井戸水を、そのまま飲む
人が多くいます。今後、この状況を改善するために、
現地の機関と協力して水の浄化やろ過を行うための
啓発活動、給水施設周辺
の清掃活動を行う予定で
す。
　任地での生活にも慣
れ、気が緩みそうですが
五感をフル活用して日々
新しい発見をしていきた
いと思います。
　それではまた。バベネ
ンヨーン（ウォロフ語で「また今度」の意味）

（現地時間２015年 7 月２２日・セネガル生活198日目）

引っ越しの様子
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シリーズ大洲市消費生活センター通信

青年海外協力隊　藤本　顕
あき

允
まさ

　さん
ンダンクンダンク※

ＪＩＣＡセネガル通信　№ 2
※ウォロフ語で「少しづつ」の意味



【ふるさとの象徴をきれいに】

　いづま川に親しむ会は、上須戒川（通称いづま川）の清掃のほか、草刈
りや花の手入れを主な活動としています。活動を始めた２２年前と比べて、
水質が良くなった川で家族連れが遊んでいるのを見ると、続けてきてよか
ったと思います。

　恒例であった旧上須戒小学校児童との夏
休み行事については、今後何らかの形で継
続できればと検討中です。
　これからも自然保護の観点からだけでな
く、地区の交流の場を守るための活動を続
けていきたいです。

環境美化に貢献

いづま川に親しむ会

会長　田中　一
かず

實
み

さん

（上須戒）

【住民の交流行事の継承を】

　今坊獅子舞保存会は、菅田町大竹獅子舞に習い、平成 6 年 ４ 月に結成さ
れました。毎年10月の地方祭には、地区内にある ４ つの神社に獅子舞を奉
納し、家々を回ります。また、今坊ふれあい祭りでは広場で舞を披露して
います。

　現在は大人と小中高生合わせて４４人の会
員登録がありますが、地元小学校の閉校や
地域の子ども数の減少により、活動継続が
心配されています。世代を超えた交流行事
として、できる限り長く続けていきたいで
す。

伝統文化伝承に貢献

今坊獅子舞保存会

会長　中野　邦
くに

彦
ひこ

さん

（今　坊）

【地元を知る大切さを広めたい】

　南久米歴史文化研究会では、南久米をはじめとして大洲市の歴史や文化
を調査・研究し、広く紹介する活動をしています。また、地元の観光振興
を願い、平成２5年には札掛ポケットパークに「南久米ふるさとマップ」を
設置しました。

　今後は、西日本にはほとんど例が無いと
され、注目度の高い紅葉山のストーンサー
クルの歴史を紐解くことに重点を置きなが
ら、歴史的・文化的魅力あふれる大洲市を、
もっと多くの人に知ってもらいたいと思っ
ています。

伝統文化継承に貢献

南久米歴史文化研究会

会長　上甲　和
かず

男
お

さん

（長　谷）
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シリーズ

「大洲市地域づくり表彰」を受賞されたみなさんを、シリーズでご紹介します。

シリーズ・大洲市地域づくり表彰



河口に響く	大洲市民の歌
～ながはま赤橋夏まつり～

　長浜最大のイベントである「ながはま赤橋夏まつ
り」が、盛大に開催されました。ステージイベントに
は、長浜保育所児童や長浜中学校吹奏楽部、長浜高等
学校の生徒が参加し、大いに盛り上げました。
　その後、大洲市民の歌「100年後僕らは…大洲より」
を歌っているかとうれい子さんが登場し、会場の熱気
は最高潮に達しました。

8 月 1 日㈯

デビュー30周年を記念して
～ʼ15夏休み親と子のコンサート～

　日本を代表するピアニスト小山実
み ち

稚恵
え

さんのデビ
ュー 30周年を記念した、̓15夏休み親と子のコンサート
が市民会館で行われました。
　小山さんは、ショパンのピアノ協奏曲など 7 曲を時
に激しく、時に繊細なタッチで演奏されました。詰め
掛けたおよそ900人の観衆からは、盛大な拍手が送ら
れました。

7 月19日㈰

アツい夏がはじまりました
～道の駅「清流の里ひじかわ」夜市～

　道の駅「清流の里ひじかわ」で、毎年恒例となった
夜市が開催されました。
　台風の影響で天気が心配されましたが、すっきりと夏
らしい天気となり、多くの人でにぎわうなか「Ｏ

オー

級くん」
も来場しました。
　ステージでは、ダンスなどが行われ、肱川の “アツい
夏” に会場は大いに盛り上がりました。

7 月18日㈯

ふるさと河辺をきれいに
～クリーン愛媛運動～

　河辺幼稚園・小学校・中学校の合同による、クリー
ン愛媛運動が行われました。
　保護者や地元の人たちにも協力してもらい、通学路
のガードレール磨きや、側溝の清掃などに汗を流しま
した。
　参加した生徒は「これからも、ふるさとをきれいに
したい」と感想を述べました。

7 月14日㈫
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　第15回　大洲扇面の美展　～山荘画廊～

鴨川の部
▽最優秀賞 梅原　秀

ひ で

敏
と し

　　

▽優秀賞 福本　想
そ う

碧
へ き

　　

▽大洲市長賞 中井　順
じゅん

子
こ

　　

▽大洲商工会議所会頭賞 木山　弘
ひ ろ

子
こ

　　

▽佳作 山田　勝
か つ

利
と し

　　

 西岡　裕
ゆ う

子
こ

　　

 上甲　幼
よ う

子
こ

　　

 広沢　さかえ　

 東山　富
と

美
み

枝
え

　

夏扇の部
▽最優秀賞 酒井　静

し ず

子
こ

　　

▽優秀賞 髙橋　淳
じゅん

子
こ

　　

▽大洲市長賞 松山　瑛
え い

子
こ

　　

▽大洲商工会議所会頭賞 井関　ちせ　　

▽佳作 井上　幸
さ ち

子
こ

　　

 　冨永　ゆかり　

 大塚　ちえこ　

 九鬼　幸
さ ち

　　　

 髙岡　津
つ や こ

也子　

　 7 月1２日㈰、第15回大洲扇面の美展表彰式が、山荘画廊で開催されました。市内外より多数の作品が
寄せられ、会場には個性豊かな作品が展示されました。入賞したみなさんは次のとおりです。（敬称略）

鴨川の部　最優秀作品 夏扇の部　最優秀作品

会員優賞　　　　　橋本　千
ち え こ

恵子　　山中　智
さとし

　　増田　ツヤ子　　白石　美
は る

子
こ

　　澤山　繁
し げ

子
こ

　
「
伊
予
灘
も
の
が
た
り
」
運
行
開
始
１
周
年

　
Ｊ
Ｒ
四
国
の
観
光
列
車
「
伊
予
灘
も

の
が
た
り
」
が
７
月
26
日
㈰
、
運
行
開

始
１
周
年
を
迎
え
、
Ｊ
Ｒ
松
山
駅
で
記

念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
列
車
は
、
昨
年
の
７
月
26
日
か

ら
土
日
祝
日
に
、「
大
洲
編
」「
双
海
編
」

「
八
幡
浜
編
」「
道
後
編
」
の
１
日
４
本

が
運
行
し
、
今
年
３
月
に
は
乗
客
１
万

人
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

　

記
念
式
典
に
は
、
五
郎
駅
で
「
た
ぬ

き
駅
長
」
に
扮ふ
ん

し
て
歓
迎
の
手
振
り
を

行
っ
て
い
る
井
上
金か
ね
の
り德
さ
ん
や
、
大
洲

城
支
配
人
の
田
苗
勉つ
と
む

さ
ん
が
招
か
れ
ま

し
た
。
二
人
は
、
松
山
駅
長
や
み
き
ゃ

ん
と
と
も
に
、「
八
幡
浜
編
」
出
発
の

合
図
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
内
の
沿
線
で
は
、
１
周
年
を
記

念
し
て
長
浜
し
お
さ
い
館
前
や
五
郎
駅
、

喜
多
小
学
校
前
土
手
、
大
洲
駅
、
大
洲

城
︵
本
丸
、
北
井
戸
曲く
る

輪わ

、
北
側
堤
防
︶

な
ど
で
、
多
く
の
人
が
歓
迎
の
手
振
り

を
行
い
ま
し
た
。
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長
浜
ボ
ー
イ
ズ
（
長
浜
サ
ン
デ
ー
ズ
）
11
年
ぶ
り
の
栄
冠

　

６
月
20
日
㈯
か
ら
28
日
㈰
ま
で
の
土

日
４
日
間
、
晴は
る

海み

ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
、
第
46
回
日

本
少
年
野
球
夏
季
選
手
権
大
会
愛
媛
県

支
部
予
選
で
長
浜
ボ
ー
イ
ズ
が
優
勝

し
、
全
国
大
会
の
出
場
権
を
手
に
し
ま

し
た
。

　

７
月
27
日
㈪
に
市
役
所
を
訪
れ
た
チ

ー
ム
の
代
表
者
は「
楽
し
く
プ
レ
ー
し
、

ま
ず
は
１
勝
を
目
指
し
た
い
」「
悔
い

の
無
い
よ
う
楽
し
く
プ
レ
ー
し
た
い
」

と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

８
月
３
日
㈪
の
全
国
大
会
で
は
、
京

都
洛ら
く

北ほ
く

ボ
ー
イ
ズ
と
対
戦
し
、
残
念
な

が
ら
初
戦
を
突
破
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　平成27年度優良工事表彰
　平成２7年度優良工事表彰式が 7 月２7日㈪市役所で
行われました。この表彰は、市が発注する建設工事
において特に優良な工事を表彰することにより、建
設業者の意欲の向上および技術者の育成を図り、公
共工事の品質の確保を目的に、昨年度創設されてい
ます。
　あいさつで清水市長は「土木事業は、各会社の誠
意が重要であるとともに、インフラの長寿命化が課
題になっている。品質の良い公共事業をすることが、
住民の安全につながる。今回受賞の 3 社の誠意に感
謝したい」と述べました。
　受賞者を代表して株式会社宮元建設宮元裕

ひろゆき

之代表

取締役は「多くの公共事業のなかから選ばれたこと
は、身に余る光栄であり感謝している。今回の受賞
を糧として、今後とも精進していきたい」と受賞の
喜びとともに決意を語られました。

平成２7年度優良工事表彰一覧
工　事　名 施　工　者

石綿セメント管更新工事（1２工区） 株式会社宮元建設

市道須沢・込
こみ

ノ
の

奥
おく

線道路改良工事 有限会社高屋建設

市道粟
あわ

島
しま

坊
ぼ

屋
や

敷
しき

線道路改良工事 久保建設株式会社

　

日
本
と
ド
イ
ツ
の
架
け
橋
に

　

８
月
３
日
㈪
、
第
42
回
日
独
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
同
時
交
流
事
業
で
、
日
本
を

訪
れ
て
い
る
１
２
５
人
の
派
遣
団
の
う

ち
、
団
員
・
指
導
者
・
団
長
団
14
人
が

市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

14
人
の
う
ち
団
員
・
指
導
者
11
人
の

み
な
さ
ん
は
、
市
内
の
家
庭
で
２
泊
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
て
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

　

滞
在
中
は
、
連
日
暑
い
日
が
続
き
ま

し
た
が
肱
川
で
の
カ
ヌ
ー
体
験
や
大
洲

城
・
臥
龍
山
荘
・
如
法
寺
な
ど
の
施
設

を
巡
り
、
歴
史
・
文
化
研
修
を
精
力
的

に
行
い
ま
し
た
。
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第
29
回　

藤と
う

樹じ
ゅ

ま
つ
り
の
お
知
ら
せ

　「長浜大橋」シンポジウムを開催します
　「赤橋」の愛称で親しまれている「長浜大橋」が、
昨年1２月10日に国の重要文化財に指定されたことを
記念し、シンポジウムならびに現地見学会を開催い
たします。
　シンポジウムでは、「重文指定の意義と今後のまち
づくり」をテーマに、基調講演とパネルディスカッ
ションを行います。
　長浜大橋の歴史的価値を、再認識する良い機会に
なると思いますので、ぜひご参加ください。
　シンポジウムは、参加費と事前申し込みは不要です。

シンポジウム
【日　時】 9 月２7日㈰　午後 1 時～
※開場　午後 0 時30分
【会　場】長浜ふれあい会館大ホール
※駐車場は長浜小学校グラウンド
【内　容】
第１部　基調講演
▽伊東　孝

たかし

さん（元日本大学教授）
　 「長浜大橋重文指定への２0年間の道

みちのり

程と可動橋の
利活用事例」

▽北
きたがわ

河大
だい

次
じ

郎
ろう

さん（文化庁調査官）
　「長浜大橋の価値と保存活用について」

第２部　パネルディスカッション
▽テーマ
　「長浜大橋を核とした今後の利活用とまちづくり」
▽司　会　伊東　孝さん
▽パネリスト
　 北河大次郎さん
　 後藤　　治

おさむ

さん（工学院大学教授）
　小野田　滋

しげる

さん（鉄道総合技術研究所）
　田中　晴

はるひこ

彦さん（筑後川昇
しょう

開
かい

橋
きょう

観光財団）
　丸山　壽

とし

一
いち

さん（旧長浜町助役）

現地見学会
【日　時】 9 月２7日㈰　午前10時30分集合
【見学コース】（約80分）
長浜ふれあい会館→江

え ご

湖→長浜大橋→末永家住宅→
長浜支所庁舎→西村兵

ひょう

太
た

郎
ろう

銅像→長浜ふれあい会館
【定　員】30人
※定員になり次第締め切り
【申し込み方法】電話で申し込みください。

【申し込み・問い合わせ先】
文化スポーツ課　☎57－9993

　

大
洲
が
誇
る
中
江
藤
樹
先
生
の
遺
徳

を
継
承
し
、
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
に
力
点
を
置
き
、
式
典
を
は
じ
め

中
学
生
意
見
発
表
会
な
ど
の
行
事
を
開

催
し
ま
す
。

博
物
館
特
別
展
「
肱
川
架
橋
物
語
」

10
月
４
日
㈰
ま
で

大
洲
市
立
博
物
館

大
洲
高
等
学
校
藤
樹
祭

▽
仮
装
行
列　

９
月
４
日
㈮

　

午
前
10
時
～
︵
小
雨
決
行
︶

▽
体
育
祭　
　

９
月
５
日
㈯

　

午
前
９
時
～
︵
雨
天
順
延
︶

▽
文
化
祭　
　

９
月
17
日
㈭

　

午
前
９
時
～　

市
民
会
館
・
大
洲
高

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

10
月
18
日
㈰　

午
前
８
時
30
分
～

︵
雨
天
時
は
25
日
︶

緑
地
公
園
横
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド︵
予
定
︶

小
学
生
鼓
笛
パ
レ
ー
ド

10
月
29
日
㈭　

午
後
２
時
～

▽
肱
南
地
区
︵
大
洲
小
学
校
児
童
︶

▽
肱
北
地
区
︵
喜
多
小
学
校
児
童
︶

児
童
生
徒
作
品
展
（
習
字
・
図
画
展
示
）

10
月
21
日
㈬
～
11
月
15
日
㈰

大
洲
市
立
博
物
館

菊
花
展

10
月
29
日
㈭
～
11
月
４
日
㈬

市
民
会
館
前

藤
樹
ま
つ
り
神
事
・
式
典

10
月
30
日
㈮　

午
前
10
時
～

城
山
藤
樹
銅
像
前
広
場

︵
雨
天
時
は
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル
︶

中
学
生
意
見
発
表
会

10
月
30
日
㈮　

午
後
２
時
30
分
～

市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

▽ 

内
容
「
家
族
」「
夢
」「
生
き
方
」
な

ど
読
書
活
動
研
究
集
会

11
月
に
開
催
予
定

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
教
育
委
員
会
内

藤
樹
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

☎
㉔
１
７
３
３
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平
成
27
年
度　

大
洲
市
民
運
動
会

　第 5回大洲楽芸会出演者募集
　今年も大洲市民会館大ホールを開放し、リレ―式
に発表を行う大洲楽芸会を開催します。
　見て・聴いて・参加して楽しめる楽芸会に、みな
さんのエントリ―をお待ちしています。
【開催日】
11月２8日㈯　バンド演奏部門
　　２9日㈰　音楽演奏・パフォーマンス部門
【会　場】大洲市民会館大ホール
【参加資格】
市内に住所を有する人、または市内の職場・学校に
通勤通学している人（グループの場合は、メンバー
に 1 人以上含むこと）
▽バンド演奏部門
　グループで電気楽器やドラムの演奏　など
▽音楽演奏部門
　ピアノ、楽器、声楽、アンサンブル　など
※ ジャンルは問いませんが、小学生以上の人で生演

奏に限ります。（カラオケでの応募は不可）
▽パフォーマンス部門
　ダンス、舞踊、話芸、郷土芸能　など

【注意点】
▽発表は、１人（組）10分以内
※バンド演奏部門は、15分以内
▽リハーサル不可
▽小学生以下は保護者同伴
▽ 音響照明の使用は、制限があります。個別にお問

い合わせください。
【応募方法】
　出演申込書を記入のうえ、市民会館事務所に提出
してください。申込書は、下記事務所でお配りしま
す。また、市公式ホームページからもダウンロード
できます。
【応募期限】10月 ２ 日㈮
【募集人数】４0人（組）程度
※ 応募者多数の場合は、調整することがあります。
【参加・観覧料】無料
【応募先・問い合わせ先】
市民会館事務局
☎２４－４105（月曜休館）
財政契約課
☎２４－17２1

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
市
民
の
融
和
を

図
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
体
力
の
向
上

と
健
康
の
増
進
を
目
的
と
し
て
開
催
し

ま
す
。

　

今
年
度
は
、
合
併
10
周
年
の
記
念
の

年
と
な
り
ま
す
の
で
、
多
く
の
市
民
の

み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
平
成
28
年
度
以
降
の
開
催
に

つ
き
ま
し
て
は
、
休
止
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

【
開
催
日
時
】

10
月
４
日
㈰　

午
前
９
時
30
分
～

※ 

雨
な
ど
に
よ
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
状
態

不
良
の
場
合
は
、
当
日
午
前
６
時
に

中
止
決
定
し
ま
す
。

【
開
催
場
所
】

八
幡
浜
・
大
洲
地
区
運
動
公
園

陸
上
競
技
場

【
問
い
合
わ
せ
先
】

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
㉔
１
７
３
４

℻
㉓
５
７
６
０

№ 種別 演　技　種　目 参加資格
1 開 会 式 全 員
２ 招 小 学 生 リ レ ー（ 男 女 混 合 ） 決　　勝 小 学 生
3 招 中 学 生 リ レ ー（ 女 子 ） 決　　勝 中 学 生
４ 招 中 学 生 リ レ ー（ 男 子 ） 決　　勝 中 学 生
5 対 サ イ コ ロ に お ま か せ！ 予　　選 女 性
6 対 ボ ー ル 送 り 予　　選 60歳以上
7 対 キ ッ ク タ ー ゲ ッ ト 予　　選 一 般
8 対 が ん ば っ て 走 ろ う や！ 予　　選 一 般
9 対 フ ラ フ ー プ 予　　選 一 般
10 対 年 齢 別 リ レ ー（ 女 子 ） 予　　選 年 齢 別
11 対 年 齢 別 リ レ ー（ 男 子 ） 予　　選 年 齢 別
1２ 対 綱 引 き 決　　勝 一 般
13 対 玉 入 れ 決　　勝 一 般
1４ 対 み ん な で ジ ャ ン プ 決　　勝 一 般
15 自 宝 ひ ろ い 幼 児
16 踊 大 洲 音 頭・ 長 浜 音 頭 全 員
17 踊 えがお体操「愛

え

顔
がお

つなぐえひめ国体・えひめ大会」 全 員
18 対 サ イ コ ロ に お ま か せ！ 順位決定・決勝 女 性
19 対 ボ ー ル 送 り 順位決定・決勝 60歳以上
２0 対 キ ッ ク タ ー ゲ ッ ト 順位決定・決勝 一 般
２1 対 が ん ば っ て 走 ろ う や！ 順位決定・決勝 一 般
２２ 対 フ ラ フ ー プ 順位決定・決勝 一 般
２3 対 年 齢 別 リ レ ー（ 女 子 ） 順位決定・決勝 年 齢 別
２４ 対 年 齢 別 リ レ ー（ 男 子 ） 順位決定・決勝 年 齢 別
２5 閉 会 式 全 員

－ 会　場　清　掃 － 全 員
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　「えひめいやしの南予博2016」自主企画プログラムを募集します
　平成２8年 3 月下旬から11月中旬にかけて開催される「えひめいやしの南予博
２016」では、地域住民グループや団体などが実施する「自主企画プログラム」を
募集します。
　えひめいやしの南予博２016は、地元主体の地域活性化イベントです。自主企画
イベントで一緒に盛り上げましょう。

【自主企画プログラム】
▽住民グループやＮＰＯ、企業、団体等が実施するイベントなどの取り組みであること。
▽えひめいやしの南予博２016開催の目的に合致していること。（テーマ性）
▽えひめいやしの南予博２016終了後も継続（自主運営）が望めること。（継続性）
▽開催場所以外からの参加者が期待できること。（集客性）

【テーマ性の具体例】
　地域資源（食、サイクリング、アウトドア、歴史、文化、自然、景観など）を生かしたものなど。

【認定までの流れ】
▽新規・拡充の自主企画プログラム 　※ ２ 回に分けて募集予定

企画提案書の作成・提出
　第 1 回　 9 月1４日㈪まで
　第 ２ 回　10月中旬～1２月下旬

プログラム計画書の
作成・提出
第 1 回 9 月18日㈮まで
第 ２ 回1２月下旬まで

認定審査会
第 1 回10月上旬
第 ２ 回 1 月上旬

認定

　プログラムのブラ
　ッシュアップ
※ 新規・拡充のある

取り組みは「助成
対象」

【認定のメリット】
▽新規・拡充のある取り組みに対して上限50万円を助成します。
　※助成申請が別途必要
▽えひめいやしの南予博２016の広報・誘客活動との連携を行います。
▽実行委員会や専門家によるアドバイスやバックアップを行います。
▽ 自主企画プログラムグループ間の連携やネットワークづくりを支援

します。

【認定方法】
　提出された「プログラム計画書」または「プログラム登録票」について、えひめいやしの南予博２016自主
企画プログラム認定検討委員会において審査し、認定します。

【申し込み・問い合わせ先】
　えひめいやしの南予博２016大洲市実行委員会事務局（観光まちづくり課内）　☎２４－1717

プログラム登録票の作成・提出
　10月中旬～1２月下旬

認定審査会
1 月上旬

▽えひめ町並博２00４において認定された自主企画プログラム

（ ）
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【
応
募
上
の
注
意
】

▽
応
募
用
紙
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

▽ 

応
募
に
係
る
費
用
は
、
応
募
者
の
負

担
と
な
り
ま
す
。

▽ 

応
募
者
に
は
記
念
品
を
進
呈
し
ま

す
。
な
お
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
し
、
記
念
品
の
発
送
を
も
っ

て
発
表
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

【
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
７
９
５
・
８
６
０
１

大
洲
市
大
洲
６
９
０
番
地
の
１

財
政
契
約
課
管
財
係

☎
㉔
１
７
２
１

E-m
ail:kanzai@

city.ozu.ehim
e.jp

　
合
併
10
周
年
記
念
事
業

　
「
私
の
思
う
市
民
（
文
化
）
会
館
」
構
想
募
集

【場　所】松久保団地（上須戒）
【開園日】 9 月19日㈯～10月下旬
※土・日・祝日のみ
※ 5 区画以上まとめて利用される場合は、事前

の予約があれば平日にも開園します。
※新鮮な野菜、果物の即売も行っています。
【時　間】午前10時～午後 5 時
【料　金】 1 区画（ 3 ㎡）　1,300円
　掘ったいもは、無料でお持ち帰りできます。

【問い合わせ先】
観光農園

（古宅・二宮・稲田）
☎090－955４－２98２
愛媛たいき農協
上須戒出張所
☎２6－00２1

　この訓練は、その日その時刻に市内にいる人
たちが「その時いる場所」で、実際に地震が起
きたときに、どう対処し、どう行動するかを一
斉に実施します。
　訓練開始の放送とサイレンを吹鳴しますので、
3 つの安全確保行動を 1 分間行ってください。
　何よりも大切なことは、自分自身
の身体を守ることです。この訓練を
機会に、家族や地域で、地震の備え
について話し合いましょう。
▽家の耐震化対策はできていますか
▽家具などの固定はできていますか
▽食料の備蓄はできていますか
▽避難場所や経路は分かりますか

【訓練日時】
9 月 1 日㈫　午前10時

【問い合わせ先】
危機管理課防災係　☎２４－17４２

　�上須戒の観光いも園が開園します　合併10周年記念事業
　�おおずシェイクアウト訓練
　� （市内一斉防災訓練）

　

大
洲
市
は
、
平
成
27
年
１
月
11
日
に

合
併
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
記

念
す
べ
き
年
に
あ
た
り
、
次
の
10
年
に

向
け
た
大
き
な
取
り
組
み
と
し
て
、
築

後
40
年
を
経
過
し
、
老
朽
化
が
進
む
市

民
会
館
の
移
転
・
改
築
な
ど
の
検
討
を

行
い
ま
す
。

　

今
後
の
市
民
会
館
の
検
討
に
あ
た
り

「
私
の
思
う
市
民
︵
文
化
︶
会
館
」
と

題
し
、
み
な
さ
ん
か
ら
ご
意
見
・
ご
要

望
を
募
集
し
ま
す
。

【
応
募
資
格
】

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
お
よ
び
大
洲

市
民
会
館
を
利
用
し
た
こ
と
の
あ
る
個

人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
︵
い
ず
れ
も
高
校

生
以
上
︶

【
募
集
期
間
】

９
月
１
日
㈫
～
10
月
30
日
㈮

【
応
募
方
法
】

▽
用
紙
に
よ
る
応
募

　

 　

財
政
契
約
課
、
各
支
所
、
各
公
民

館
、
市
民
会
館
に
用
意
し
て
あ
る
応

募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
持

参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
電
子
デ
ー
タ
に
よ
る
応
募

　

 　

応
募
用
紙
を
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
財
政
契
約
課
管
財

係
に
メ
ー
ル
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

3 つの安全
確保行動
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　大洲商工会議所が事業実施主体となり、市内
で使える商品券を10月13日㈫から発行します。
【商品券の内容】
　10,000円で1２,000円分のお買い物ができます。
500円券が２４枚 1 セットで、一人 5 セットまで購
入できます。
【申込方法】
　チラシに添付した、料金受取人払の専用応募
はがきで申し込みください。申し込みが２5,000
セットを超えた場合のみ抽選となります。
　チラシは、 7 月の区長便で各戸配布していま
す。また、各公民館にも置いてあります。
【申込期間】 9 月 ４ 日㈮まで
【取扱店舗】
　「取扱店舗」のステッカーの貼ってあるお店で
利用できます。
【問い合わせ先】
大洲商工会議所
☎２４－４111
長浜町商工会
☎5２－031２
川上商工会
☎3４－２531

　大洲隣保館では、今年度も「りんぽかんまつり」
を開催します。お気軽にお越しください。
【日　時】 9 月 5 日㈯　午前10時～午後 3 時
【場　所】大洲隣保館
【内　容】
何でも相談・本の読み聞かせ・アニメ映写会・
無料体験コーナー・教室作品展示・即売コーナ
ー（パン販売・フリーマーケット）・健康相談

など

【問い合わせ先】大洲隣保館　☎２４－6100

　�「きらめき大洲商品券」購入申込開始　�大洲りんぽかんまつり

　

市
営
住
宅
の
入
居
申
込
に
つ
い
て

　

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
の
お
知
ら
せ

【
受
験
資
格
】

病
気
な
ど
で
中
学
校
を
卒
業
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
人
ま
た
は
日
本
国
籍

を
有
し
な
い
人
で
、
平
成
28
年
３
月
31

日
ま
で
に
満
15
歳
以
上
に
な
る
人

【
試
験
日
】
10
月
28
日
︵
水
︶

【
試
験
会
場
】
愛
媛
県
中
予
地
方
局

【
願
書
提
出
先
】
文
部
科
学
省

【
出
願
期
間
】

９
月
11
日
㈮
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
先
】

県
教
育
委
員
会
義
務
教
育
課

☎
０
８
９
︵
９
１
２
︶
２
９
４
１

市
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

☎
㉔
１
７
３
３

　

10
月
に
抽
選
会
を
開
催
し
、
入
居
者

︵
空
き
家
が
存
在
す
る
場
合
︶
ま
た
は

補
欠
者︵
空
き
家
が
存
在
し
な
い
場
合
︶

の
順
位
を
決
定
し
ま
す
。そ
れ
以
降
も
、

随
時
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お

よ
び
地
区
回
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
入
居
申
込
資
格
】

▽ 

市
内
に
住
所
、
ま
た
は
勤
務
場
所
を

有
す
る
人

▽ 

現
に
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
い
る
人
︵
60
歳
以
上
の

人
お
よ
び
障
が
い
者
な
ど
を
除
く
︶

▽
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

▽
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
人

▽
収
入
基
準
に
該
当
す
る
人

▽ 

法
律
に
規
定
す
る
「
暴
力
団
員
」
で

な
い
人

抽
選
会

【
日
　
時
】
10
月
19
日
㈪

【
会
　
場
】
本
庁
・
各
支
所

【
申
込
受
付
期
間
】

10
月
１
日
㈭
～
15
日
㈭

随
時
受
付

10
月
16
日
㈮
～
平
成
28
年
８
月
31
日
㈬

※ 

入
居
・
入
居
補
欠
の
順
位
は
、
抽
選

参
加
者
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

都
市
整
備
課
公
営
住
宅
係

　
　
　
　
　

☎
㉔
１
７
５
９

長
浜
支
所　

☎
�
１
１
１
２

肱
川
支
所　

☎
㉞
２
３
１
１

河
辺
支
所　

☎
㊴
２
１
１
４

 

大洲隣保館案内図

至宇和島 国道56号線 至松山

大洲中央病院

大洲北中学校

大洲農業高等学校

大洲隣保館
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【忘れない　暮らしの下に　下水道】
9 月10日は、第55回　下水道の日

肱南処理区　供用開始区域

肱北処理区　供用開始区域

肱南浄化センター

肱北浄化センター

喜多小学校

JR伊予大洲駅

総合福祉センター

大洲北中学校

国道56号

大洲道路

肱南浄化センター

肱北浄化センター

喜多小学校

伊予大洲駅

総合福祉センター

大洲北中学校

56

大洲道路

大洲市役所大洲市役所大洲小学校大洲小学校
大洲南中学校大洲南中学校

大洲市公共下水道計画図（汚水）

（平成27年度下水道推進標語）

　

公
共
下
水
道
は
、
生
活
環
境
の
改
善

や
河
川
な
ど
公
共
用
水
域
の
水
質
を
保

全
し
、
快
適
で
潤
い
の
あ
る
生
活
環
境

を
築
く
た
め
の
施
設
で
す
。

　

肱
南
処
理
区
で
は
平
成
７
年
７
月
、

肱
北
処
理
区
で
は
平
成
20
年
５
月
よ
り

供
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
公
共

下
水
道
に
接
続
し
て
い
な
い
人
は
、
１

日
も
早
い
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
工
事
を
行

う
人
に
対
し
て
、
最
高
50
万
円
ま
で
市

の
指
定
す
る
金
融
機
関
に
融
資
を
あ
っ

せ
ん
し
、
そ
の
利
子
を
市
が
補
給
す
る

「
水
洗
便
所
改
造
資
金
融
資
あ
っ
せ
ん

制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
公
共
下
水
道
に
接
続
工
事
を

行
う
場
合
は
、
必
ず
大
洲
市
排
水
設
備

指
定
工
事
店
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
指
定
工
事
店
は
、
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※  

詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

下
水
道
課　

☎
㉔
１
７
２
０

　

公
共
下
水
道
へ
の

接
続
の
お
願
い
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生
活
雑
排
水
に
よ
る
水
質
汚
濁
を
防

止
す
る
た
め
、
平
成
28
年
４
月
１
日
㈮

か
ら
平
成
29
年
３
月
13
日
㈪
ま
で
に
浄

化
槽
を
設
置
す
る
人
に
対
し
て
、
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

希
望
者
は
、
次
の
と
お
り
事
前
申
し

込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
事
前
申
込
期
間
】

９
月
１
日
㈫
～
平
成
28
年
３
月
14
日
㈪

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
土
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く

【
申
し
込
み
方
法
】

　

転
換
、
新
築
な
ど
の
具
体
的
な
計
画

内
容
︵
場
所
、
時
期
、
延
床
面
積
な
ど
︶

が
分
か
る
資
料
お
よ
び
印
鑑
を
、
下
水

道
課
ま
た
は
各
支
所
ま
で
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

【
補
助
制
度
を
受
け
ら
れ
な
い
地
域
】

▽ 

公
共
下
水
道
が
整
備
、
も
し
く
は
計

画
さ
れ
て
い
る
肱
南
・
肱
北
地
区
の

一
部

▽ 

農
業
集
落
排
水
が
整
備
さ
れ
て
い
る

八
多
喜
地
区
の
一
部

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

下
水
道
課　

☎
㉔
１
７
２
０

長
浜
支
所　

☎
�
１
１
１
１

肱
川
支
所　

☎
㉞
２
３
１
１

河
辺
支
所　

☎
㊴
２
１
１
１

　
平
成
28
年
度

　

浄
化
槽
設
置
補
助
の
事
前
受
付
を
開
始
し
ま
す

【浄化槽規模別の補助限度額】

補助対象となる浄化槽規模
【補助限度額】

〈転換〉 〈新築〉

5 人槽 延床面積が160㎡以下のもの ２88,000円 ２２２,000円

7 人槽 延床面積が160㎡をこえるもの 360,000円 ２77,000円

10人槽 ２ 世帯住宅（浴室および台所が ２ つあり、独立して生活） ４76,000円 367,000円

※転換　単独処理浄化槽または汲み取り便槽から浄化槽にする場合
※新築　既存建物を取り壊し後、新築する場合を含む。
※既存施設が単独処理浄化槽で、増築などにより人槽が増となる場合は、新築扱いとなります。
※記載している補助限度額は現在の予定額であり、確定しているものではありません。

　現在、世界の糖尿病人口は爆発的に増え続け、
世界人口の約 8 ％に上っています。わが国でも
４0歳以上の 3 人に 1 人が糖尿病または糖尿病予
備軍であると発表されています。
　市民のみなさんに健康管理について関心を持
っていただきたく、調理実習・講演会を行います。
ぜひご参加ください。
【日　時】 9 月1２日㈯
▽調理実習　午前 9 時～正午
▽講演会　　午後1時～ ２ 時30分
【場　所】大洲市総合福祉センター
【講演テーマ】
▽糖尿病について
▽糖尿病と慢性腎臓病について
※調理実習への参加は、予約が必要です。

【問い合わせ先】
市立大洲病院栄養管理室・薬剤室　☎２４－２151

【日　時】
▽ 9 月 7 日㈪～11日㈮　午前 8 時～午後 7 時
▽ 9 月1２日㈯、13日㈰　午前10時～午後 5 時

【相談内容】
高齢者・障害のある人への差別的行為、相続や
扶養、人権問題に関する相談

（予約不要・無料・秘密厳守）

【相談担当者】
人権擁護委員および法務局職員

【電話番号】
☎0570－003－110

（携帯電話からも可）

【問い合わせ先】
松山地方法務局　☎089－93２－0888

　�市立大洲病院市民公開講座
　「糖尿病ってどんな病気」

　�全国一斉
「高齢者・障害者の人権あんしん相談」強化週間
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事
業
応
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要
領
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　愛
え

顔
がお

つなぐえひめ国体・えひめ大会　大洲市開催競技会の協賛を募集します
　国体大洲市実行委員会では、全国から訪れる多く
の選手・監督をはじめ、大会関係者や一般観覧者の
みなさんを温かくお迎えし、国内最大のスポーツの
祭典を成功させるために、愛顔つなぐえひめ国体・
えひめ大会の大洲市開催競技会およびその競技別リ
ハーサル大会に協賛いただける企業や団体などを募
集しています。
　みなさんのご支援とご協力をよろしくお願いいた
します。

【協賛いただきたいもの】
広報啓発物品や大会運営に要する物品（貸与含む）
▽協賛の一例
　 ポケットティッシュ、うちわ、クリアファイル、

のぼり旗、タオル、ステッカー　など
【協賛者名の表示】
　協賛物品などには、協賛者の意向に応じ、企業名
などを表示することができます。
　表示内容・方法は、国体大洲市実行委員会と協議
のうえ決定することになります。

【協賛への謝意】
　協賛者に対し、感謝状などにより感謝の意を表す
るとともに、意向に応じて国体大洲市実行委員会ホ
ームページなどで紹介します。
【税法上の措置】
　協賛いただいた物品などにかかる費用は、広告宣
伝費などとして損金算入が認められる場合がありま
す。
　詳しくは、最寄りの税務署へお問い合わせください。
【募集期間】
大会が終了する２017年10月まで
【募集受付】
　電話またはメールにてご連絡ください。
※ 詳細は、国体大洲市実行委員会ホームページをご

覧ください。

【問い合わせ先】
愛顔つなぐえひめ国体・えひめ大
会大洲市実行委員会事務局（えひ
め国体推進課内）
☎57－9995
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掲
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関
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す
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。
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進
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展
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す
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成
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０
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所
定
の
事
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計
画
書
に
、
必
要
書
類

を
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し
て
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し
て
く
だ
さ
い
。
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事
業
計
画
書
︵
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︶
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︵
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事
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と
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理
事
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で
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す
。
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２
０
１
７
年
の
え
ひ
め
国
体
開
催
に

向
け
、
県
・
市
町
が
連
携
し
て
、
高
速

自
動
車
国
道
お
よ
び
自
動
車
専
用
道
路

か
ら
見
え
る
地
域
の
進
入
路
付
近
と
国

体
会
場
付
近
の
違
反
屋
外
広
告
物
に
対

す
る
一
斉
指
導
を
行
い
ま
す
。
え
ひ
め

国
体
来
県
者
が
、
再
び
訪
れ
た
い
と
思

え
る
よ
う
な
美
し
い
景
観
、
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

屋
外
広
告
物
の
設
置
・
表
示
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
法
令
順
守
と
公
平
性
の
確

立
の
た
め
、
屋
外
広
告
物
の
適
正
化
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

看
板
な
ど
の
屋
外
広
告
物
を
設
置
・
表

示
す
る
場
合
は
、「
良
好
な
景
観
形
成
」

と
「
公
衆
へ
の
危
害
防
止
」
の
た
め
、

事
前
申
請
に
基
づ
く
許
可
と
手
数
料
の

納
付
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

は
り
紙
や
広
告
板
、
広
告
塔
、
ネ
オ

ン
サ
イ
ン
な
ど
は
、
人
に
情
報
を
伝
え

た
り
、
ま
ち
を
活
気
づ
け
て
く
れ
る
効

果
が
あ
る
一
方
、
そ
の
ま
ま
に
放
置
し

て
い
れ
ば
、無
秩
序
な
状
態
で
氾
濫
し
、

周
囲
の
景
観
と
の
調
和
を
乱
し
、
自
然

の
お
も
む
き
や
歴
史
的
・
文
化
的
な
ま

ち
な
み
を
損
ね
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
設
置
や
管
理
が
適
正
に
行
わ

れ
な
い
と
、
広
告
物
の
落
下
に
よ
る
事

故
な
ど
で
人
に
危
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

　
９
月
は
屋
外
広
告
物
適
正
化
推
進
運
動
強
化
月
間
で
す

―
美
し
い
ま
ち
な
み
で
お
も
て
な
し
―

　 9 月は、敬老会や運動会、行楽など集団で飲
食する機会が多く、夏の疲れで体の抵抗力も弱
っていることから、集団食中毒の発生が心配さ
れます。
　食中毒予防の 3 原則を守り、食中毒の発生を
防ぎましょう。

食中毒予防の 3原則
食中毒菌を
▽つけない（清潔）
　 手洗いの励行。清掃、

調理器具の洗浄、消毒をする。
▽増やさない（迅速・冷却）
　前日調理は行わず、調理後すぐに食べる。
▽やっつける（加熱）
　食材の中心部まで十分に加熱する。

【問い合わせ先】
八幡浜大洲地区食品衛生協会 ☎089４－２４－66２４
八幡浜保健所 ☎089４－２２－４111

　毎年 9 月 9 日は「救急の日」です。この日を
含む 1 週間を「救急医療週間」と定めています。

救急車の正しい利用のお願い
　市内における平成２6年中の救急出場件数は、
２,300件を超え、年々増加の傾向にあります。
　そのうち約 ４ 割が、入院を要しない軽い病気
やけがなど、緊急性が低いケースの利用となっ
ています。救急車の台数は限られていますので、
このような利用が多くなると緊急を要する人へ
の、迅速な救急対応が遅れてしまうことがあり
ます。
　緊急に救急車を必要とする人のために、救急
車の適正利用にご理解とご協力をお願いします。

【問い合わせ先】
大洲消防署本署　☎２４－0119
長浜支署　　　　☎5２－0119
川上支署　　　　☎3４－２851

　�9 月は集団食中毒防止月間です　�「救急の日」「救急医療週間」について
～大洲消防署からのお知らせ～
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大
洲
市
の
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し
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に
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た
め
、
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願
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し
ま
す
。
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告
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す
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あ
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常
時
ま
た
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定
の
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し
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外
で
公
衆
に
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さ
れ
る

看
板
や
立
看
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り
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、

広
告
塔
、
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、
建
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そ
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す
。

　

商
業
広
告
に
限
ら
ず
、
こ
の
条

件
に
適
合
す
れ
ば
、
屋
外
広
告
物

と
な
り
ま
す
。
個
人
や
法
人
の
名

称
、
商
品
名
な
ど
の
文
字
表
示
か

ら
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
な
ど
の
記
号

表
示
ま
で
含
ま
れ
、
目
的
の
営
利
・

非
営
利
を
問
い
ま
せ
ん
。
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無料法律相談　※要電話予約
時　 9 月17日㈭
　　午後 ２ 時～ ４ 時30分
場　大洲商工会館
問　大洲商工会議所　☎２４－４111
市民法律相談　※要電話予約
時　 9 月２6日㈯
　　午前10時～午後 ４ 時
場　大洲市民会館
問　総務課行政係　☎２４－17２４
年金出張相談　※要電話予約
大洲地域
時　 9 月 3 日㈭ ･ 15日㈫ ･ ２5日㈮
　　午前10時～午後 3 時30分
場　大洲市総合福祉センター
長浜地域
時　 9 月11日㈮
　　午前10時～午後 3 時30分
場　長浜町商工会
問　松山西年金事務所
　　☎089 （9２5） 5105

人権相談
大洲地域
時　 9 月18日㈮　午前10時～正午
場　人権啓発課（別館 3 階）
時　 9 月15日㈫　午前10時～正午
場　三善公民館
肱川地域
時　 9 月15日㈫　午前10時～正午
場　肱川公民館
問　急ぐ時は法務局大洲支局
　　☎0570（003）110
　　人権啓発課
　　☎２４－17４6

行政相談（総務省）
大洲地域
時　 9 月18日㈮　午前 9 時～正午
場　市役所 3 階第 ２ 会議室
問　総務課行政係
　　☎２４－17２４
長浜地域
時　 9 月２5日㈮　午後 1 時～ ４ 時
場　長浜体育館 1 階会議室
問　長浜支所　☎5２－1111
肱川地域
時　 9 月 7 日㈪
　　午後 1 時30分～ ４ 時30分
場　肱川公民館 ２ 階青年室
問　肱川支所　☎3４－２3２0
河辺地域
時　 9 月10日㈭　午前10時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　河辺支所　☎39－２11２

不動産無料相談
時　 9 月15日㈫
　　午前10時～午後 ４ 時
場　宅建協会大洲地区連絡協議会
問　ビアスプランニング㈱
　　☎２5－17４7

　

付
加
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【
加
入
で
き
る
人
】
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国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
︵
た
だ

し
、
保
険
料
免
除
・
若
年
者
納
付
猶

予
・
学
生
納
付
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け
て
い
る

人
、
国
民
年
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に
加
入
し
て
い

る
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、
加
入
で
き
ま
せ
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︶

▽ 

国
民
年
金
任
意
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︵
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を
除
く
︶

【
手
続
き
方
法
】

　

年
金
手
帳
・
認
印
を
持
参
の
う
え
、

保
険
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課
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さ
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今
年
１
月
２
日
以
降
に
新
築
・
増
改

築
ま
た
は
取
り
壊
さ
れ
た
家
屋︵
倉
庫
・

車
庫
も
含
む
︶
に
つ
い
て
、
実
地
調
査

を
行
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

家
屋
を
取
り
壊
し
た
後
、
次
に
該
当

す
る
場
合
は
、
引
き
続
き
固
定
資
産
税

が
課
税
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

▽ 

登
記
し
て
い
る
家
屋
で
、
法
務
局
へ

の「
滅
失
登
記
」を
し
て
い
な
い
場
合

▽ 

登
記
し
て
い
な
い
家
屋
で
、
大
洲
市

に
「
家
屋
異
動
届
」
を
提
出
し
て
い

な
い
場
合

【
調
査
期
間
】

９
月
～
平
成
28
年
１
月

※ 

早
め
の
調
査
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

固
定
資
産
税
係
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

税
務
課
固
定
資
産
税
係

☎
㉔
１
７
１
１

　

大
洲
隣
保
館
で
は
、
今
年
度
も
人
権

啓
発
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
入
場
は
無

料
で
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
日
　
時
】
９
月
12
日
㈯

午
後
６
時
～

※
開
場　

午
後
５
時
30
分

【
場
　
所
】

大
洲
隣
保
館
２
階
大
ホ
ー
ル

【
内
　
容
】

映
画
「
砂
の
器
」
上
映

【
主
　
催
】

大
洲
隣
保
館
・
愛
媛
県
人
権
対
策
協
議

会
大
洲
支
部

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
隣
保
館　

☎
㉔
６
１
０
０

　

認
知
症
や
知
的
障
害
、
精
神
障
害
な

ど
で
判
断
能
力
に
ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
人

が
、
相
続
・
遺
産
分
割
・
不
動
産
売
買

な
ど
の
法
律
行
為
や
施
設
入
所
・
介
護

サ
ー
ビ
ス
利
用
の
契
約
が
必
要
に
な
っ

た
時
に
、
権
利
を
守
り
支
援
す
る
方
法

と
し
て
法
定
後
見
制
度
・
任
意
後
見
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　

成
年
後
見
の
利
用
方
法
や
申
し
立
て

に
必
要
な
費
用
や
日
数
の
こ
と
、
後
見

人
と
し
て
の
職
務
の
こ
と
な
ど
、
こ
れ

か
ら
利
用
を
考
え
て
い
る
人
や
、
将
来

利
用
を
考
え
て
い
る
人
の
素
朴
な
疑
問

や
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

　

そ
の
他
、
相
続
や
遺
言
、
悪
質
商
法

な
ど
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。
予
約
は

不
要
で
す
の
で
、
直
接
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

【
日
　
時
】
９
月
12
日
㈯

午
前
10
時
～
午
後
３
時

※
受
け
付
け　

午
後
２
時
30
分
ま
で

【
会
　
場
】

西
予
市
教
育
保
健
セ
ン
タ
ー

４
階
第
１
相
談
室

【
問
い
合
わ
せ
先
】

公
益
社
団
法
人
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
え
ひ
め
支
部
事
務
局

☎
０
８
９
︵
９
４
１
︶
８
０
６
５

℻
０
８
９
︵
９
４
５
︶
１
９
１
４

　

�

新
築
・
取
り
壊
し
家
屋
の
調
査

　
�

国
民
年
金
付
加
年
金
制
度

の
お
知
ら
せ

　

�

人
権
啓
発
講
座
の
ご
案
内

　

�

成
年
後
見
制
度
利
用
に
関

す
る
司
法
書
士
相
談
会
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大洲市立図書館	 　☎ 59ー4111
長浜分館	 　☎ 52ー1121
肱川分館	 　☎ 34ー2319
河辺分館　	 　☎ 39ー2111

図書館
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

■＝ 9 月の休館日
〈開館時間　午前 9 時30分～午後 6 時〉
※30日は館内図書整理日のため休館します。

《子どもとともに　本をひらこう　未来のページ》
（大洲市子ども読書活動推進計画キャッチフレーズ）

※�このほかにもたくさんの本が入っています。
　（随時配架しています。）　
　図書館のホームページで図書の検索ができます。
　（http://library.city.ozu.ehime.jp/）

（本文紹介TRCマークより）

オススメ新着図書

　子どもの自分を取り戻そう！笑
って、ときに泣ける、子どもの名言、
迷言、珍言集。『ＰＨＰのびのび子
育て』増刊号の連載「ひすいこた
ろうの子どもはみんな天才だ！」
に寄せられた名言を、著者の解説
とともに紹介する。

　フランスの田舎を舞台に、平凡
に暮らしながら、何かしら問題を
抱えて行きづまった人たちが、ち
ょっとしたきっかけから一緒に暮
らしはじめ、たがいに助けあうこ
とでそれぞれ前に進んでいく姿を、
ユーモアたっぷりに描く。

　世界一大きなダンゴムシのダイ
オウグソクムシ、夜昼反対の生活
をするウミサボテン、サンゴを食
べる悪役オニヒトデ…。水族館に
いる、なんだかスゴイいきものた
ちの1日を写真で紹介します。

子どもはみんな天才だ!　（子育て）
ひすいこたろう著  出版：ＰＨＰ研究所

何度でも、おかえりを言おう　
バルバラ・コンスタンティーヌ著，堀内 久美子訳  出版：ポプラ社

へんないきものすいぞくかんナゾの1日（児童書）
松橋 利光写真，なかの ひろみ文 出版：アリス館

　大洲市立図書館では、 1 階雑誌架横に「中村修
しゅう

二
じ

氏
ノーベル賞受賞記念」として、「科学関連図書コーナー」
を設けました。中村修二さん、ＬＥＤ、ノーベル賞、
基礎科学などに関連する本を、展示・貸し出しします。
子ども向けから専門的な本まで、幅広くそろえていま
す。科学は、身近にあふれています。科学が苦手な人
でも楽しめる本もあるので、これを機に、科学に触れ
てみてはいかがでしょうか。

科学関連図書コーナー

9月展示

一般：『敬老の日におすすめする本』

　「敬老の日におすすめする本」は、公益社団法人読書
推進運動協議会が中・高年の人たちに読書を楽しんで
いただくために選定したものです。読書をすることで、
頭の体操になり、リフレッシュ効果が生まれます。読
書は「心」の健康につながっています。今月は、読書
推進運動協議会が選定した本と併せて、図書館がおす
すめする本の展示と貸し出しを行います。
　図書館に足を運び、お気に入りの一冊を見つけて、
のんびり読書を楽しんでみませんか。

児童：�『おじいちゃん、おばあちゃんといっしょ！』

　 9月21日は「敬老の日」です。この日は、長い間社
会のためにがんばってこられたお年よりをお祝いする
日です。それにちなんで、図書館ではおじいちゃんや
おばあちゃんが登場する絵本や児童書の展示と貸し出
しを行います。みなさんも、おじいちゃんやおばあち
ゃんと一緒に、楽しいひと時を図書館で過ごしてみま
せんか。
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保健センター
大洲市保健センター☎23ｰ0310（大洲地域）
長浜保健センター　☎52ｰ3055（長浜地域）
肱川保健センター　☎34ｰ2340（肱川地域）
河辺保健センター　☎39ｰ2113（河辺地域）

小 児 在 宅 当 番 医
6 日㈰ ご と う 小 児 科 （ 東 大 洲 ） ☎0893（23）0510
13日㈰ お お む ら 小 児 科 （ 内 子 町 ） ☎0893（44）7117
20日㈰ 守 口 小 児 科 ※ （八幡浜市） ☎0894（24）7770
21日㈪ 大洲ななほしクリニック （ 東 若 宮 ） ☎0893（25）7710
22日㈫ 山 下 小 児 科 （ 西 予 市 ） ☎0894（62）6801
23日㈬ ご と う 小 児 科 （ 東 大 洲 ） ☎0893（23）0510
27日㈰ 八幡浜急患センター※ （八幡浜市） ☎0894（24）1199

（診療時間：午前 9 時～午後 5 時　※は午後 6 時まで。小児在宅当番医での外科
治療は対応困難のため、ケガの場合は、当日の救急病院をご利用ください）

9 月の各種検診（健診） 

実施日 受付時間 場　所 対　象　者 持参品
1 日㈫

午後 0 時４5分～
1 時30分

大洲市
保健センター

４ か月児健診　　　（２7年 ４ 月生） 母子手帳・アンケート・
バスタオル9 日㈬ 10か月児育児相談（２6年11月生）

8 日㈫ 1 歳 6 か月児健診（２6年 ２ 月生） 母子手帳・アンケート・
歯ブラシ・タオル類15日㈫ 3 歳児健診　　　　（２４年 8 月生）

　特定健診・がん検診・肝炎ウイルス検診・後期高齢者健診・ピロリ菌検査・ペプシノゲン検査

　婦人がん検診

実施日 受付時間 場　所 内　　　　容

8 日㈫ 午前 8 時30分～10時30分 沖浦公民館 【対象者／料金】
▽特定健診　　　　　　４0～7４歳の国保加入者／1,000円
　（該当者には案内状を送付します）
※保険証・受診券・質問票を持参してください。
▽胃がん検診　　　　　４0歳以上の人／1,２00円
▽肺がん検診　　　　　 ４0歳以上の人／700円 （65歳以上の人は肺

がん検診に結核検診が無料で追加されます）
▽大腸がん検診　　　　４0歳以上の人／600円
▽前立腺がん検診　　　50歳以上の男性／２,160円
▽肝炎ウイルス検診　　 ４0歳以上で過去受けたことがない人／700円
※75歳以上の人は、前立腺がん検診を除いて無料
▽後期高齢者健診　　　75歳以上の人／無料
※ 日ごろ、病院にかかっていない人や病院にかかっているが生活習慣病

の治療や検査を受けていない人は、特に受診をお勧めします。（後期
高齢者医療被保険者証を必ずご持参ください）

9 日㈬

午前 8 時30分～11時

長浜
保健センター10日㈭

11日㈮

16日㈬

新谷公民館17日㈭

18日㈮

　昨年度から、国立がん研究センターと愛媛大学、大洲市の共同研究に協力できる４0～7４歳の人を対象に、生活習慣
のアンケート調査にご協力いただくと胃の健康度を調べるピロリ菌検査・ペプシノゲン検査（約6,000円）が無料で受
けられます。ただし平成２6～２8年度の 3 年間で一人 1 回のみです。希望者は、保健センターにお問い合わせください。

実施日 乳がん受付時間 場　　　所 対　　象　　者
9 日㈬

午前 8 時30分～11時
午後 1 時～ 1 時30分

長浜保健センター
　子宮頸がんの受付時間は、いずれの実施場所も午
後 1 時～ 1 時30分です。

【対象者／料金】
▽子宮頸がん　　２0歳以上の女性／1,000円
▽乳がん　　　　４0歳以上の女性／1,２00円
　本人確認のため保険証をご持参ください。
※75歳以上の人は無料

10日㈭
11日㈮
16日㈬

新谷公民館17日㈭
18日㈮

※特定健診・がん検診とも事前申し込みは不要です。問診票は検診場所に置いてありますので、ご自由にお取りください。

実施日 受付時間 場　所 対象者および内容 持参品

２8日㈪ 午後 1 時～
1 時２0分

大洲市
保健センター

【対象者】
出産予定日が
平成２7年1２月～平成２8年 3 月の人

【内容】・お口のお話
　　　・歯科検診
　　　・栄養アンケート記入

母子手帳・筆記用具・
テキスト

　妊婦関係（こんにちは赤ちゃんクラブ）

　乳幼児関係
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心と体の健康ガイド

救急当番病院
曜  日 昼間帯 【 8：30～17：30】 夜間帯 【17：30～翌 8：30】

月・火 市 立 大 洲 病 院（西大洲） 　☎24－2151

水 加 　 戸 　 病 　 院（内子町） 　☎44－5500

木 大洲記念病院（徳　森）
☎25－2022

市立八幡浜総合病院（八幡浜市）
☎0894（22）3211

金～日 大 洲 中 央 病 院（東大洲） 　☎24－4551

（曜日指定の相談は、祝日・年末年始を除きます）

▽子育て相談
《家庭児童相談》
時　 月～金　午前 8 時30分～午後 5 時15分
場　子育て支援課
問　☎２４－5718
《家庭教育・子育て相談》
時　 月・火・木・金曜日の午前 9 時～午後 ４ 時
場　 喜多小学校内（大洲子育てサポートそよ風）
問　☎２４－４580

▽	ふれあいスクール相談
　【不登校・ひきこもりなど】
時　 月～木　午前 8 時30分～午後 5 時
場　国立大洲青少年交流の家〔自然環境館 3 階〕　
問　☎２４－1４1４

▽青少年相談室
時　 月～金　午前 8 時30分～午後 5 時15分
場　教育委員会内青少年センター　　　
問　☎２４－7830

▽物忘れ相談
時　 9 月17日㈭　午後 1 時～ ２ 時
場　総合福祉センター 1 階応接室　※要電話予約
問　高齢福祉課内地域包括支援センター
　　☎２４－２111 （内線169 ･ 176）
　　家族のみ相談も可能

▽心配ごと相談
大洲地域
時　 一般相談　毎週月・水曜日
　　法律相談
　　弁護士　※要電話予約（社会福祉協議会窓口）
　　　毎月第 1 ・ 3 火曜日
　　司法書士など　
　　　毎月第 ２ ・ ４ ・ 5 火曜日・毎週木曜日
　　介護相談　毎週金曜日
　　 午前10時～正午・午後 1 時～ ４ 時
　　※法律相談（弁護士）は午前10時～正午
場　総合福祉センター
問　総合福祉センター 1 階
　　社会福祉協議会窓口　☎２3－0313
    （相談室直通）　　　　☎２3－56２9
長浜地域
時　 9 月２5日㈮　午後 1 時～ ４ 時
場　長浜体育館 1 階会議室
問　大洲市社協長浜支所　☎5２－119４
肱川地域
時　 9 月 7 日㈪　午後 1 時30分～ ４ 時30分
場　肱川公民館 ２ 階青年室
問　大洲市社協肱川支所　☎3４－２31２
河辺地域
時　 9 月10日㈭　午前 9 時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　大洲市社協河辺支所　☎39－２510

大洲喜多休日夜間急患センター
【場　　所】　大洲市東大洲
【電　　話】　0₈93（23）115₆
【診療科目】　内科
【診療時間】　平日・土曜　午後 ₈時～ 11時
　　　　　　日曜・祝日　午前 9時～午後 ₆時

　曜日によって救急当番病院は変わります。昼間・夜間の救急などのご相談は、
その日の救急当番病院にご連絡ください。

※休日や夜間に急に具合が悪くなった人の診察を行います。
　一般の夜間診療所ではありません。
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　大洲まぼろし探偵団本舗

      団 長　大谷　　光
あきら

 さん

がんばるひと
おおずの元気

　大洲まぼろし探偵団本舗は、平成11年９月の第１回ポ
コペン横丁開催を機に結成され、市内外のメンバー 15
人で横丁を運営しています。肱南地区にあるポコペン横
丁では、昭和レトロをテーマに工夫を凝らした出店のほ
か、大人気のベイゴマ・ゴム銃選手権や月に一度のステー
ジライブ、毎年好評のポコペン小学校の開催など、さま
ざまなイベントを行っています。過去にはダンス大会や
女子プロレス興行を実施したこともあり、大いに盛り上
がりました。
　団結成以前は、11月のおおず浪

ろ

漫
まん

祭に私一人が露店を
出せたらいいな、と考えていた程度でしたが、友人の熱
意や行政の協力により、ここまで大きなイベントにする
ことができました。現在は、市外からもたくさんの人に
来場していただくようになり、横丁の常連客だった人が
メンバーになるなど、交流の広がりを感じています。た
だ、準備や後片付けなどにはどうしても体力が必要です
ので、メンバーの高齢化が一番の心配事です。
　横丁開催は４月～11月の毎週日曜日、12月～３月の第
３日曜日のほか、ゴールデンウィーク特別開催や肱南花
火大会時にポコペン夜市なども行っています。今後も自
分たちの個性を大切にして、楽しみながら大洲の活性化
につながるよう続けていきたいと思っていますので、ぜ
ひポコペン横丁に足を運んでいただきたいです。

　

親
と
子
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
取

材
に
、
市
民
会
館
に
行
っ
た
時

の
こ
と
で
す
。

　

開
演
間
近
に
な
り
、
写
真
を

撮
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
な
ぜ

だ
か
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
押
せ
な
い
。

焦
っ
て
バ
ッ
テ
リ
ー
を
確
認
し

た
ら
、
な
ん
と
バ
ッ
テ
リ
ー
が

入
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
事

務
所
で
充
電
し
て
い
た
の
に
、

入
れ
て
く
る
の
を
忘
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
事
務
所
へ
取

り
に
行
き
、
無
事
に
撮
影
す
る

こ
と
は
で
き
ま
し
た
が
…
。

　

４
月
に
は
充
電
切
れ
で
、
今

回
は
バ
ッ
テ
リ
ー
忘
れ
。
３
度

目
が
な
い
よ
う
に
、
十
分
気
を

つ
け
ま
す
。 

く

　

80
年
代
前
半
、
五
郎
駅
ホ
ー

ム
周
辺
に
タ
ヌ
キ
の
夫
婦
が
現

れ
る
よ
う
に
な
り
、
当
時
の
駅

員
た
ち
は
、駅
に
ち
な
ん
で「
五

郎
」「
鉄
子
」
と
名
づ
け
、
か

わ
い
が
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

や
が
て
五
郎
駅
は
無
人
駅
と
な

り
、
五
郎
と
鉄
子
は
姿
を
消
し

ま
し
た
。

　

現
在
は
、「
た
ぬ
き
駅
長
」

井
上
さ
ん
が
、
集
ま
る
タ
ヌ
キ

に
毎
日
餌
付
け
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
駅
の
ホ
ー
ム
に
は

「
鉄
子
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
助

役
が
乗
客
た
ち
を
迎
え
て
い
ま

す
の
で
、
訪
れ
た
際
は
探
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。 

や

編
集
後
記
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